






NDC の考案者として日本の図書館界に足跡を残した森清1は、1931 年 6 月より 1934 年














よし[述]「NDC と私」（1991）5の 2 つが、彼の経歴と仕事を知る上で貴重な文献となって
いる。しかし、NDC の改訂や図書館界への普及といった、森の残した多くの業績に関す
る客観的な視点からの分析や評価は、没後 15 年以上を経た現在でもまだ十分には行われ































という11。森の正式な採用日付は 1931 年（昭和 6）6 月 22 日となっている。そのときは
助手としての採用で、次年度から正式な司書とすることになったが、25 円の給与だけでは














1927 年 12 月、昭和天皇即位の御大典記念事業として、鳥取県会は県立図書館の建設を
決定した。これに伴い、市立鳥取図書館は閉鎖して県に移管され、建物は売却されて取り
壊され、同じ場所に県立図書館の新しい建物が建設されることとなった。 


























1931 年 7 月 18 日、新図書館の開館式典が行われ、その後 2 日間の市民への一般開放を










いた約 18,000 冊を閲覧に供しているとある19。森が鳥取を離れた 1934 年末の蔵書が約














 1931 年 11 月 1 日から 7 日にかけて、鳥取図書館では開館後最初の読書週間を迎えた。
これに合わせて館内では図書、地元の古文書、絵画等の展示が行われ、開館後最初の大き
な行事を見ようと多数の来館者が訪れた。 











「館友会」「子供のための会」の 3 つである。 













 さて、開館から一周年目の 1932 年 7 月 21 日に開かれた閲覧者懇談会で、「鳥取読書倶
楽部」とは別に、図書館を中心とした閲覧者の「親しみある相互の研究懇談の機関」とし
て、「館友会」を設けることが決定された。これに基づき、9 月 21 日夜に児童室において


































































































向けた動きが強まっている。河野は『館報』第 3 号（1932 年 3 月）に「本館の蔵書と巡
回文庫」、同じく第 4 号（1932 年 5 月）に「巡回文庫の利用について」という記事を寄せ、
巡回文庫開設の意義を説き、目下それを準備中であることを報じている。同年 6 月 22 日
から 24 日にかけて、森は中島勲司書とともに、巡回文庫開始のための関係者との懇談会
と業務研究会のため、倉吉、米子、根雨に出張している。 
 1932 年 9 月 11 日、鳥取図書館の巡回文庫が開始され、最初の文庫が発送された。発送
先は米子市の県立商蚕学校をはじめ、県内 12 ヶ所の学校や私立文庫などであった。これ
に続いて、同年内に合計 35 ヶ所、さらに昭和 7 年度末までには、県内 47 ヶ所に 54 個の
巡回文庫で 1732 冊の本が送られている。 
 『館報』第 31 号（1934 年 12 月）に、「貸出文庫の利用に就て」という記事が掲載され
ている。それによれば、貸出文庫38の送付先は「市町立の公立図書館と管理の確実と認め
た私立図書館、青年団又は之に準ずる教化団体及公私立学校」であり、一ヶ所につき一個










































さて、森は 1932 年 3 月 31 日付で鳥取図書館の司書となり、月給は 30 円となった。ま
た、遅くとも 1933 年 5 月までに、住まいを鳥取市下横町 1-1 永見方に移している46。1932
年の読書週間には、間宮不二雄が鳥取を訪れ、11 月 3 日夜、早稲田大学理事の平沼淑郎と
ともに鳥取図書館講堂で講演を行った。間宮の演題は「自力更生と図書館の使命」で、約
500 名がこれを聴講している47。森にとって、間宮の来鳥は嬉しい出来事だったであろう。 
1933 年 5 月 6 日から 15 日にかけて河野が東京と名古屋へ、図書館長会議と全国図書館
大会出席のため出張しているが、5 月 11 日から 13 日にかけて名古屋で行われた全国図書
館大会へは森も同行した48。 





その翌 1934 年 1 月の『館報』第 20 号では、河野は皇太子誕生の記念事業として、町村
立図書館の建設を提唱し、それに引き続いて同第 21 号から第 23 号にかけて、彼は繰り返
しこのことを訴えている。この年 3 月 12 日から 19 日にかけて、森は中央図書館としての
事業を視察するため、山口、福岡、佐賀、熊本、大分の各県へ出張しているが50、その目
的にも町村立図書館網の調査が含まれていたであろう。 



























職員を中心に 12 名であったが、徐々に会員を増やし、1934 年 11 月号の名簿では会員数
は 75 名となっている。その内訳は 12 名が記者、次いで教育関係 11 名、公官吏 11 名、図
書館員 10 名などとなっており、この頃には県外から会員として投稿する者もあった。森
が「大部分が私たちと同じ二十代」54と述べているように、若手のメンバーが多く、「館友
会」の下部組織的な性格をも持っていた。1934 年 1 月 16 日、「ふぐるま会」の最初の集
会が、図書館の食堂で開かれ、投稿者たちが一堂に顔を合わせる初めての機会となった。

















 やがて森が鳥取を離れることになり、1934 年 12 月号の「ふぐるま」にも、その告知が
短く掲載された。年が明けて、1935 年 2 月号には、森の勧誘によるものか、神戸市立図
書館長の神波武夫をはじめ、4 人の神戸市立図書館職員の名が新入会員として紹介されて







































 12 月 3 日夜、「ふぐるま会」「館友会」の共同主催による森の送別会が行われ、40 名が
これに出席した。そして、50 人を超える人々に駅のホームで見送られながら62、森は鳥取
を後にしたのである。 
森が鳥取を去った翌年、1935 年 8 月に河野寛治は鳥取図書の初代専任館長に就任し、
名実ともに鳥取図書館の運営の責任者となった。しかし、館長就任から 1 年も経たない
1936 年 4 月 11 日、河野は病気のため急死している。享年 56 歳であった。『館報』第 47
号（1936 年 4 月）には顔写真入りで河野の逝去を報じる特集記事が設けられ、同じく第
48 号（1936 年 5 月）では中島が後書きに、「ご覧の通り去る 2 月以来巻頭言の執筆がない。
河野前館長の病臥のためであるが非常に淋しい感じがする。それは外形的だけでなく、そ
れが直ちに我々の主張であつただけに。」と記している。河野が鳥取図書館にとってどのよ
うな存在であったのかが、よく表れた一文である。河野の逝去に殉じて、同年 4 月 16 日
には「子どものための会」解散が決議された。河野の死は鳥取図書館の歴史の一つの転換
点でもあった。 
河野の死後、1936 年 8 月に栃木県教育会図書館から、安藤宣保が鳥取図書館の司書に
迎えられた。これ以降、鳥取図書館の運営は安藤を中心に、中島がこれを補佐する形で進
められている。特に中島は『館報』に頻繁に記事を書くなど、河野の遺志を継ごうと努力
している様子が見受けられる。この年 10 月 7 日には、前年から企画されていた「鳥取県
図書館協会」設立が実現した。 
しかし、1937 年 11 月の読書週間を境に『館報』の記事は一変し、俄かに時局色を濃く
している。この読書週間には、帝国図書館長の松本喜一が鳥取図書館を訪れていた。彼は







1937 年 7 月に勃発した日中戦争が、長期化の様相を見せ始めたこの時期、同年 11 月の
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